
■点字での案内を希望される方は、お問い合わせください。

お問い合わせ
健康支援課
新型コロナワクチン接種対応プロジェクトチーム
☎ 098-911-9174　　FAX 098-946-6086

高齢者 ワクチン接種
の新型コロナウイルス

が始まります！

ワクチン接種までの流れ

ごっ!⑤
予約日に
接種券と本人確認書類(運転免許証、健康保険証等)を持って接種会場へ行く
※ワクチンの供給量には限りがあります。予約をキャンセルする場合
は、必ず予約を入れた医療機関や西原町役場にご連絡ください

よん
っ!

④

さんっ!③
接種会場を探す
西原町では、町内の医療機関で行う個別接種と西原町保健センターで行う集団接種を予定しています。
接種会場となる医療機関については、西原町ホームページ、QABデータ放送でお知らせします。
※基礎疾患のある方は、治療中の医療機関でのワクチン接種が可能か主治医にご相談ください。

にっ
!
②

接種可能な時期(対象年齢)を確認する
ワクチンの供給状況により接種を受けられる時期が決まりますので、西原町ホームページ、QABデー
タ放送でお知らせします。

いちっ!①
西原町から発送される接種券を確認する

ワクチン接種の予約をする
オンラインで予約をとる

電話で予約をとる

→　現在予約システムの準備中です。準備が整い次第、西原町ホームペー
ジにリンクを掲載しますので、しばらくお待ちください。

→　コールセンター　☎ 098-911-9174へお電話ください

ワクチン接種には、西原町から送付される接種券が必要となります。
※接種券は、発送後のコールセンターや町内医療機関への問い合
わせや予約集中を避けるため、対象者ごとに時期をずらして通
知を発送する予定です。
※当初は高齢者の接種券の発送を3月中に予定しておりましたが、国からのワクチン供給状況をふ
まえ、80歳以上の高齢者（令和4年4月1日時点）から年代順に4月から発送していきます。

　5月から新型コロナワクチン接種開始を予定しています。4月下旬頃からファイザー社製コロナワクチンの供給が
開始される予定ですが、西原町へのワクチン供給量については、対象者に比べてごくわずかとなる見込みです。そのた
め、当面の西原町のワクチン接種は、高齢者施設の入居者と高齢者（100歳以上、90代、80代と段階的に）から実施
していくこととしますのでご了承ください。
　今回案内している情報は、3月末現在の状況であり、ワクチンの供
給状況により変更となる場合がありますのでご了承ください。 封筒見本

接種券見本

さ
わ
ふ
じ
マ
ル
シ
ェ
に
記
念
撮
影
パ
ネ
ル
が
登
場
！

　
西
原
さ
わ
ふ
じ
マ
ル
シ
ェ
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
、記
念
撮
影

が
で
き
る
顔
出
し
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。本
パ
ネ
ル

は
、同
建
物
の
外
観
デ
ザ
イ
ン
に
も
な
っ
て
い
る
綱
引
き
を

テ
ー
マ
と
し
、西
原
中
学
校
美
術
部
と
西
原
東
中
学
校
の
有

志
に
デ
ザ
イ
ン
案
の
募
集
を
行
っ
た
も
の
で
、審
査
の
結
果
、

18点
の
応
募
の
中
か
ら
桃
原
花
梨
（
と
う
ば
る
か
り
ん
）さ
ん
(西

原
東
中
1年
)の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。桃
原
さ
ん
は「
西
原

町
の
綱
引
き
の
写
真
で
、綱
の
上
に
人
が
乗
っ
て
い
る
の
を
見

た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、こ
れ
を
描
か
な
き
ゃ
！
 と
思
い
描
き

ま
し
た
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。崎
原
盛
秀
町
長
は「
こ
れ
か

ら
こ
こ
を
訪
れ
る
多
く
の
皆
様
が
こ
の
パ
ネ
ル
で
記
念
撮
影

を
し
て
、全
国
に
広
ま
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。参
加
し
て

く
れ
た
皆
さ
ん
を
誇
り
に
思
い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
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は
じ
め
に

　

令
和
３
年
第
２
回
西
原
町
議
会
定
例
会

が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
町
政
運
営
の

基
本
と
な
る
令
和
３
年
度
予
算
案
を
は
じ

め
、
諸
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、
町
政
運

営
に
あ
た
っ
て
の
私
の
所
信
の
一
端
を
申

し
上
げ
、
議
員
各
位
及
び
町
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

私
に
と
り
ま
し
て
最
初
の
施
政
方
針
と

な
り
ま
す
が
、
公
約
と
し
て
掲
げ
た
政
策

を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
決
意
と
と
も

に
、
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
は
公
約
で
掲
げ
ま
し
た
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
に
よ
る

一
　
行
財
政
運
営
の
健
全
化
の
た
め
に

一
　
子
ど
も
達
の
未
来
の
た
め
に
（
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
）

一
　
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

（
だ
れ
も
が
住
み
や
す
い
教
育
・
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
）

一
　
平
和
の
実
現
の
た
め
に

を
基
本
理
念
と
し
て
町
政
運
営
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
令
和

の
時
代
に
暗
い
影
を
落
と
す
中
、
国
、
県

と
連
携
し
感
染
拡
大
防
止
を
図
り
な
が

ら
、
町
勢
の
発
展
を
め
ざ
し
、「
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
」
の
理
念
に
基
づ
い
て
町

民
協
働
の
「
文
教
の
ま
ち
西
原
」
の
創
造

に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
度
は

１　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
対
応
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置

　

世
界
的
に
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
脅
威
か
ら
住

民
の
生
命
を
守
り
、
１
日
で
も
早
く
安
心

し
た
日
常
生
活
を
取
り
戻
せ
る
様
に
す
る

た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、
接
種
体
制
の
構
築
を
図
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
ス
ム
ー

ズ
に
実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

２　
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
設
置

　

認
定
こ
ど
も
園
の
創
設
や
子
育
て
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
設
置
等
、
さ

ら
に
は
公
共
施
設
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の

民
間
活
用
を
含
め
町
が
組
織
的
横
断
的
に

取
り
組
む
政
策
課
題
に
つ
い
て
、
積
極
的

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
た
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
政
策
の
推
進
に
取

り
組
み
ま
す
。

３　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
財
政
健
全
化

　

私
は
あ
ら
ゆ
る
事
業
の
可
能
性
を
求

め
、“
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
”
に
よ
り
、
現

在
進
行
中
の
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

の
早
期
整
備
促
進
や
新
た
な
都
市
基
盤
整

備
に
つ
い
て
、
国
や
県
へ
の
要
請
行
動
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
民
間
活
力
の
導

入
を
促
進
す
る
た
め
、
企
業
誘
致
や
町
内

雇
用
の
拡
大
を
図
る
こ
と
で
新
た
な
財
源

確
保
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
さ
ら
に
町
内

外
の
企
業
の
皆
様
に
西
原
町
の
応
援
団
に

な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
拡
大
な
ど
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し

て
参
り
ま
す
。

４　
福
祉
の
充
実

　
「
助
け
合
い
の
精
神
」
や
「
絆
」
を
大

切
に
す
る
地
域
社
会
を
再
構
築
す
る
た

め
、
地
域
住
民
や
行
政
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
幅
広
く
合
意
形

成
を
図
り
協
働
で
、
明
る
い
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
め
る
よ
う
地
域
福
祉
計
画
の
策

定
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
認
可
保
育

園
で
の
発
達
支
援
保
育
の
実
施
に
向
け
財

政
支
援
を
拡
充
し
、
そ
の
充
実
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
待
機
児
童
の
解
消
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。

　

以
上
、
町
政
運
営
の
基
本
姿
勢
を
申
し

上
げ
ま
し
た
が
、
次
に
、
令
和
３
年
度
の

重
点
施
策
と
執
行
体
制
及
び
行
財
政
の
確

立
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

１　

執
行
体
制
と
行
財
政
の
確
立

　

本
町
は
、
社
会
保
障
関
係
事
業
、
前
年

度
か
ら
実
施
と
な
っ
た
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
へ
の
移
行
を
は
じ
め
、
西
原
西
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
、
東
部
消
防
庁
舎

建
設
事
業
や
、
喫
緊
の
課
題
と
な
る
義
務

教
育
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
施
設
の

老
朽
化
な
ど
へ
の
対
応
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
エ
リ

ア
周
辺
地
域
の
整
備
、
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
経
済
状

況
の
悪
化
に
よ
り
、
今
後
も
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
な
る
役
場
に

お
い
て
は
、
多
種
多
様
で
高
度
化
す
る
住

民
ニ
ー
ズ
や
地
方
分
権
の
進
展
に
対
応
す

る
た
め
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
の
充

実
強
化
を
図
り
、
ま
た
、
明
る
く
さ
わ
や

か
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う

職
員
の
一
層
の
資
質
向
上
と
職
場
の
活
性

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

行
政
運
営
の
公
正
の
確
保
や
透
明
性
の

向
上
及
び
町
民
の
権
利
・
利
益
の
保
障
に

つ
い
て
は
、
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
行
政

手
続
・
行
政
不
服
審
査
制
度
の
適
正
な
運

用
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
情
報

公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の
円
滑

な
運
用
に
努
め
ま
す
。

　

広
報
活
動
の
柱
で
あ
る
「
広
報
に
し
は

ら
」
は
、
町
民
に
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い

広
報
紙
を
め
ざ
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
正
確
か
つ
迅
速

な
情
報
の
提
供
を
図
り
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
多
様
な
情
報
発

信
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
町
民
の
利
便
性
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

　

広
聴
活
動
に
つ
い
て
は
、各
種
審
議
会
、

委
員
会
な
ど
へ
の
町
民
公
募
制
度
を
引
き

続
き
推
進
し
、
町
民
参
画
の
機
会
を
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
各
種
団
体
と
の
対
話
を

積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
メ
ー
ル

や
町
民
ア
イ
デ
ィ
ア
箱
に
よ
る
き
め
細
か

な
広
聴
活
動
に
努
め
ま
す
。

　

安
定
し
た
財
政
運
営
を
行
う
た
め
に

は
、
自
主
財
源
の
確
保
が
重
要
と
な
り
ま

す
が
、自
主
財
源
の
根
幹
を
な
す
町
税
は
、

重
要
な
財
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
適
正
で
公

正
な
課
税
、
正
確
で
迅
速
な
収
納
管
理
に

努
め
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
も
、
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
行
う
こ
と
で
広
く
西
原
町
を

ア
ピ
ー
ル
し
、ま
た
、新
た
に
契
約
を
行
っ

た
民
間
事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
返
礼
品

の
開
発
な
ど
の
充
実
を
図
り
、
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

歳
出
に
お
け
る
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
は
、
経
常
的
経
費
や
事
務
事
業
の
総
点

検
を
強
力
に
実
施
し
、「
あ
れ
も
こ
れ
も
」

で
は
な
く
、「
あ
れ
か
こ
れ
か
」
と
い
う

視
点
で
必
要
な
投
資
を
行
い
、
本
町
の
財

政
力
に
見
合
っ
た
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

次
に
、
令
和
３
年
度
主
要
施
策
の
概
要

に
つ
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
で
定

め
ら
れ
た
４
つ
の
基
本
方
向
に
沿
っ
て
ご

説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

２　
「
平
和
で
人
間
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て

（1） 

平
和
事
業
の
推
進

　

６
月
を
平
和
月
間
と
定
め
、「
平
和
の

語
り
べ
・
伝
承
者
」
の
派
遣
や
企
画
展
を

実
施
し
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
を
は

じ
め
、
町
民
の
皆
様
の
平
和
意
識
の
一
層

の
高
揚
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
め
ざ
し
ま

す
。

（2） 

地
域
活
性
化
事
業
の
推
進

　

活
力
に
満
ち
た
明
る
く
住
み
良
い
地
域

社
会
の
形
成
に
向
け
て
、
各
自
治
会
の
自

主
的
な
地
域
自
治
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

（3） 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

　
「
さ
わ
ふ
じ
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
性

別
に
か
か
わ
り
な
く
す
べ
て
の
人
が
互
い

に
尊
重
し
合
い
、
協
力
し
て
生
活
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

（4） 

学
校
教
育
の
充
実

　

新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
を
迎
え
、
同

指
導
要
領
の
改
定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
教

育
課
程
の
編
成
と
着
実
な
実
施
に
向
け
た

学
校
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
が
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、

主
体
的
に
行
動
す
る
な
ど
の
生
き
る
力
を

育
み
、
思
い
や
り
、
協
調
性
な
ど
の
豊
か

な
人
間
性
を
培
う
心
の
教
育
や
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
充
実
を
め
ざ
し
、
県
の
「
学
力
向

上
推
進
５
か
年
プ
ラ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ⅱ
」
の
下
に
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
を

推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基

づ
く
児
童
生
徒
１
人
１
台
端
末（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

を
活
用
す
る
こ
と
を
通
し
て
、「
個
別
最

適
化
さ
れ
た
学
び
」
の
充
実
等
を
図
り
、

情
報
活
用
能
力
を
含
む
「
確
か
な
学
力
」

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
小
中
学
校
へ
の
学
習
支
援

員
の
派
遣
や
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
授
業

支
援
、
さ
ら
に
、
小
中
学
校
の
連
携
に
よ

る
共
通
実
践
な
ど
を
通
し
て
、
児
童
生
徒

の
学
力
向
上
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
年
度
も
小
中
学
校
へ
特
別
支
援
教
育

支
援
員
を
派
遣
し
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
の
理
念
の
下
、
児
童
生
徒
へ
の
支
援
及

び
特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

い
じ
め
、
不
登
校
問
題
に
つ
い
て
は
、

教
育
相
談
員
に
よ
る
学
校
訪
問
相
談
や
保

護
者
相
談
を
行
う
と
と
も
に
、
県
派
遣
の

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
効
果
的
に
活
用

し
、
引
き
続
き
学
校
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
長
寿

命
化
個
別
施
設
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み

ま
す
。

（5） 

学
校
給
食
の
充
実
・
強
化

　

栄
養
に
配
慮
し
た
安
全
で
お
い
し
い
給

食
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
生
徒
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の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り
、
食
に
関
す

る
正
し
い
理
解
を
養
い
ま
す
。今
後
と
も
、

衛
生
管
理
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
、
安

全
・
安
心
な
給
食
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

（6） 

生
涯
学
習
の
振
興

　

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
町
民
だ
れ
も

が
、自
由
に
学
習
機
会
を
選
択
し
て
学
び
、

地
域
社
会
の
中
で
生
き
が
い
の
あ
る
充
実

し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
更
な
る
学
習

機
会
の
充
実
や
情
報
提
供
体
制
な
ど
の
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

図
書
館
に
お
い
て
は
、
図
書
館
空
調
整

備
事
業
を
実
施
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
す

べ
て
の
利
用
者
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
、
町
民
の
自
己
学
習
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

　

中
央
公
民
館
に
お
い
て
は
、
各
種
事
業

や
講
座
な
ど
を
実
施
し
、
生
涯
学
習
活
動

の
機
会
及
び
情
報
を
「
広
報
に
し
は
ら
」

及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
町
民
へ
積

極
的
に
提
供
し
ま
す
。

（7） 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
の
推
進

　

町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
や
多
様
化
に

応
え
る
た
め
、
運
動
公
園
や
学
校
を
広
く

町
民
に
開
放
し
、
健
康
づ
く
り
や
交
流
の

場
と
し
て
の
利
活
用
を
促
進
し
ま
す
。
ま

た
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
・
体
力
づ
く

り
に
取
り
組
み
、
よ
り
充
実
し
た
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
め
ま
す
。
将
来
を
担

う
青
少
年
を
対
象
と
し
た
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
、
か
け
っ
こ
教
室
、
本
町
で

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
す
る
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室

や
、
多
く
の
町
民
が
参
加
で
き
る
新
春
マ

ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
盛
ん
な
本

町
の
特
性
を
生
か
し
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
も
含
め
た
競
技
大
会
の
誘
致
に
向

け
て
関
係
団
体
と
の
連
携
に
努
め
ま
す
。

（8） 

青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

　

児
童
生
徒
の
非
行
や
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の

問
題
な
ど
の
解
決
に
向
け
て
、
今
後
と
も

関
係
機
関
・
団
体
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

（9） 

文
化
事
業
の
推
進

　

伝
統
文
化
や
文
化
財
保
護
思
想
の
普

及
・
啓
発
を
図
る
た
め
、
諸
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　

内
間
御
殿
は
、
整
備
計
画
に
も
と
づ
き

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
復
元
に
向
け
て
年

次
的
に
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
内
間

御
殿
を
は
じ
め
と
す
る
町
内
の
文
化
財
を

案
内
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
努

め
ま
す
。

（10） 

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
利
活
用
の
推
進

　

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
文
化
・
芸

術
活
動
の
拠
点
と
な
る
よ
う
、
主
体
的
・

創
造
的
な
文
化
活
動
を
支
援
し
、
施
設
管

理
や
基
盤
強
化
を
図
り
、
町
内
・
町
外
を

問
わ
ず
利
用
し
や
す
い
運
営
に
努
め
ま

す
。

（11） 

国
際
交
流
事
業
の
推
進

　

国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入
事
業

と
し
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
か
ら
受
け
入
れ

て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
本
町
の
移
民
の

歴
史
や
多
文
化
共
生
に
つ
い
て
の
発
信
に

努
め
ま
す
。

３　
「
安
全
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て

（1） 

交
通
安
全
施
設
の
整
備
と
安
全
教
育

の
推
進

　

交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
図
る
と
と
も

に
、
交
通
安
全
教
育
に
つ
い
て
も
、
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
し
交
通
安
全
指
導
や

広
報
啓
発
活
動
な
ど
を
実
施
し
、
事
故
防

止
に
努
め
ま
す
。

（2） 

消
防
・
防
災
体
制
等
の
確
立

　

町
民
の
身
体
、
生
命
及
び
財
産
を
災
害

等
か
ら
守
る
た
め
、
各
種
防
災
資
機
材
の

更
新
や
保
守
管
理
を
適
正
に
実
施
し
、
備

蓄
品
等
の
計
画
的
な
整
備
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
東
部
消
防
組
合
及
び
そ
の
他
関
係

機
関
、
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
防
災
訓
練
な
ど
を
通
し

て
町
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま

す
。
さ
ら
に
、
消
防
拠
点
と
し
て
東
部
消

防
組
合
の
新
消
防
本
部
庁
舎
の
建
設
に
引

き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

防
犯
活
動
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
、
地
域
安
全
活
動
な
ど
を

通
し
て
、
犯
罪
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

（3） 

環
境
保
全
対
策
の
推
進

　
「
循
環
型
社
会
」
の
形
成
に
向
け
、
町

の
ご
み
処
理
及
び
生
活
排
水
処
理
に
関
す

る
基
本
方
針
を
定
め
た
「
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
」
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
資
源
化
物
の
処
理
を
効
率
的
に
行

う
た
め
、
町
リ
サ
イ
ク
ル
ヤ
ー
ド
の
整
備

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
ご
み
減
量
化
推
進
事
業

補
助
金
（
生
ご
み
処
理
容
器
等
）
に
よ
り

ゴ
ミ
の
減
量
化
・
再
資
源
化
に
努
め
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
看
板

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連

携
し
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　

墓
地
行
政
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
都
市

計
画
や
土
地
利
用
計
画
と
調
整
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
環
境
と
調
和
が
と
れ
る
よ

う
無
秩
序
な
開
発
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

（4） 

上
水
道
事
業
の
充
実

　

地
震
に
強
い
強
靭
な
水
道
施
設
の
整
備

を
図
る
と
と
も
に
、
安
全
で
安
心
な
水
道

水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
引
き
続

き
水
道
施
設
の
整
備
拡
充
、
老
朽
化
が
進

行
す
る
施
設
の
維
持
管
理
の
強
化
に
努
め

ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
棚
原
地
内
老
朽
管
更

新
、
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
内

の
配
水
管
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

（5） 

下
水
道
事
業
の
推
進

　

汚
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
未
普
及
地
区

解
消
の
た
め
、
棚
原
第
一
処
理
分
区
の
整

備
を
継
続
し
、
整
備
区
域
の
拡
大
を
図
る

と
と
も
に
、
接
続
率
向
上
に
向
け
て
普
及

啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
健
全
化
に
向
け
て
使
用
料

改
定
を
検
討
し
ま
す
。

　

雨
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
浸
水
被
害
軽

減
を
図
る
た
め
、
西
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
地
区
内
の
水
路
整
備
を
引
き
続
き
進

め
ま
す
。

４　
「
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

つ
い
て

（1） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
町
民

の
健
康
と
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
感
染
拡
大
防
止
を
図
る
た
め
、

国
、
県
と
連
携
し
情
報
収
集
を
図
る
と
と

も
に
、
町
民
に
必
要
な
情
報
を
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
接
種
体
制

の
構
築
を
図
り
ま
す
。

（2） 

成
人
保
健
事
業
の
推
進

　

町
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、「
健

康
寿
命
の
延
伸
」「
早
世
の
予
防
」
を
め

ざ
し
「
に
し
は
ら
健
康
21
（
第
２
次
）」

を
推
進
し
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
特
定
健
診
、

が
ん
検
診
の
受
診
勧
奨
に
向
け
た
取
組
と

し
て
、
自
治
会
及
び
個
人
へ
の
報
奨
に
よ

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
事
業
を
継
続
し
て
実

施
し
、
町
民
の
健
康
増
進
の
意
識
高
揚
を

図
り
ま
す
。

（3） 

医
療
保
険
事
業
の
推
進

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
県
内
の

多
く
の
市
町
村
が
赤
字
を
抱
え
る
中
、
本

町
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政

運
営
を
強
い
ら
れ
る
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
医
療
費
の
抑
制
を
目
的
と
す
る
各
種

の
保
健
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
医

療
費
の
適
正
化
に
向
け
て
レ
セ
プ
ト
点
検

を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、「
西
原
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
の
累
積
赤
字
解
消
計

画
（
第
二
次
改
定
）」
に
基
づ
き
令
和
４

年
度
予
定
の
国
民
健
康
保
険
税
の
見
直
し

に
向
け
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
改
定
内

容
に
つ
い
て
国
保
加
入
者
へ
の
理
解
、
周

知
に
努
め
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
連

携
し
、
適
切
な
制
度
運
営
に
努
め
ま
す
。

（4） 

母
子
保
健
事
業
の
推
進

　

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
妊
婦
や

乳
幼
児
の
健
診
、
予
防
接
種
、
親
子
通
園

事
業
等
を
実
施
し
、
親
と
子
の
健
康
の
保

持
増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
子
育
て
相
談

や
発
達
支
援
を
行
い
ま
す
。

（5） 

児
童
・
母
子
（
父
子
）
福
祉
の
推
進

　

令
和
２
年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
第
２
期

西
原
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

（
ゆ
い
ま
ー
る
に
し
は
ら
わ
ら
び
プ
ラ
ン

２
０
２
０
）」
に
基
づ
き
、
さ
ら
な
る
児

童
福
祉
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
保
育
の
充

実
に
つ
い
て
は
、
保
育
士
確
保
に
向
け
た

「
保
育
補
助
者
雇
上
強
化
事
業
」
及
び
「
保

育
士
試
験
受
験
者
支
援
事
業
」
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

児
童
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
及
び
病
児
・
病
後

児
保
育
事
業
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
増
加
傾
向
に

あ
る
要
保
護
児
童
対
策
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
保
育
園
や
幼
稚
園
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
、
小
中
学
校
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
を
密
に
し
適
切
な
支
援
に
努
め
ま

す
。

　

母
子
及
び
父
子
家
庭
に
つ
い
て
は
、
医

療
費
助
成
金
の
自
動
償
還
払
い
を
行
い
、

自
立
支
援
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
か
ら
実
施
と
な
る
通
院

時
に
か
か
る
費
用
の
助
成
対
象
年
齢
拡
大

に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

（6） 

地
域
福
祉
活
動
の
推
進

　

地
域
福
祉
活
動
に
つ
い
て
は
、
西
原
町

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
、
関
係
機
関
と
協

働
し
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
分
担
の
も
と
で
、
自
分
ら
し
く
活

躍
で
き
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
成

し
、
公
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
で
支
え
あ
い
、
助
け
合
い
な
が

ら
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
福
祉
推
進

体
制
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
向
け
取
り
組
む

と
と
も
に
、
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
策

定
す
る
地
域
福
祉
活
動
計
画
と
連
携
し
な

が
ら
地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

（7） 

高
齢
者
福
祉
の
推
進

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
国
の
介

護
保
険
制
度
及
び
高
齢
者
施
策
の
見
直

し
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
第
８
期
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
（
こ
と
ぶ
き
プ
ラ
ン

２
０
２
１
）」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

本
町
に
適
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県

介
護
保
険
広
域
連
合
と
連
携
し
、「
給
付

の
適
正
化
」「
財
政
の
安
定
化
」を
め
ざ
し
、

よ
り
効
率
的
で
質
の
高
い
介
護
保
険
事
業

を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
対
応
型

共
同
生
活
介
護
事
業
所
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
）
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

（8） 

障
が
い
者
（
児
）
の
福
祉
の
推
進

　
「
西
原
町
障
が
い
者
計
画
・
第
６
期
障

が
い
福
祉
計
画
・
第
２
期
障
が
い
児
福
祉

計
画
（
ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ン
２
０
２
１
）」

に
基
づ
き
、
地
域
や
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
障
が
い
福
祉
の
推
進
に
努
め
ま
す
。



令和3年度　施政方針

月 人 数

町内新型コロナウイルス感染症発生状況（R3.3現在）

西原町に転入した皆様・特に学生の皆様
転入したら住民票を移しましょう！

転出・転入手続きについてのお問い合わせは
町民課　住民年金係　☎ 098-945-5012

月

合　計

人 数
2 人
0人
0人
5人
28人
5人
9人
21人

令和2年4月
令和2年5月
令和2年6月
令和2年7月
令和2年8月
令和2年9月
令和2年10月
令和2年11月

令和2年12月
令和3年1月
令和3年2月

令和3年3月1日～7日
令和3年3月8日～14日
令和3年3月15日～21日

12 人
27人
9人
2人
0人
5人

125人

　引っ越しなどにより住所の異動がある方は、住民基本
台帳法に基づき、住民票の転出・転入の手続きをする義務
があります。住民票は、国民健康保険、国民年金、選挙人名
簿など各種行政サービスの基礎となります。とくに、これ
から実施される新型コロナウイルス感染症のワクチン接
種を希望する方は、原則住民票所
在地の市町村で接種をうけること
になっています。スムーズに予防
接種を受けるためにも、転入され
た際は速やかなお手続きのご協
力をよろしくお願いします。

米軍が西原上空で銃口が写る写真を投稿
防衛局に説明を求める

　3月10日の沖縄タイ
ムス紙で、米海兵隊
のヘリから銃を出して
飛んでいる画像が公
式ツイッターに投稿さ
れた件が報じられた
ことを受け、町では沖
縄防衛局に対して事

実関係について説明を求めました。今回の投稿は西原町上
空、学校や住宅地の上を飛行している際の写真であり、町民
に多大な不安を与えるとして、早急に説明を求めたもので
す。この申し出を受け、沖縄防衛局は3月12日に役場を訪
れ、米側からの回答について説明を行いました。
　防衛局側は今回の件について、「写真に写っている銃は
飛行のために上の位置で固定されており、下の人口密集地
域に銃口は向いていない。銃を操作する海兵隊員もヘリに
はおらず、銃の使用もない。不適切な投稿で、削除した」と、
米軍の回答を説明しました。
　崎原町長は「投稿された写真には坂田小や西原高校が
写っている。子どもを持つ親御さんからも当然心配の声が
あがっている」と不安の声を伝えました。また、「ここ最近は
以前に比べてヘリなどが低空飛行になっている。県内でそ
ういった抗議、訴えがあるにも関わらず米側の変化・改善を
感じない。防衛局から住民・地元の声をちゃんと米側に届け
られているのか。しっかりと発信してほしい」と、今回の件を
含めた現状に対して抗議を示しました。

6広報にしはら No.590 R3.4.17 広報にしはら No.590 R3.4.1

５　
「
豊
か
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て

（1） 

農
業
の
振
興

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
都
市
近
郊
型

農
業
を
推
進
す
る
た
め
、
園
芸
作
物
に
お

い
て
、
農
業
施
設
導
入
や
農
業
振
興
に
関

す
る
補
助
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
付
加

価
値
の
高
い
農
産
物
の
生
産
や
安
定
出
荷

を
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
支
援
し
ま

す
。

　

担
い
手
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
農
業
委

員
会
及
び
農
地
中
間
管
理
機
構
な
ど
関
係

機
関
と
連
携
し
耕
作
放
棄
地
や
遊
休
地
を

解
消
し
て
農
地
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
を
活
用
し
、

新
規
就
農
者
な
ど
担
い
手
育
成
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
地
域
農
業
の
け
ん
引
役
で
あ
る
中
心
経

営
体
や
担
い
手
が
円
滑
に
農
業
経
営
を
行

え
る
よ
う
農
地
の
集
約
化
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

本
町
の
基
幹
作
物
で
あ
る
さ
と
う
き
び

に
つ
い
て
は
、
優
良
種
苗
の
普
及
や
病
害

虫
防
除
、
機
械
化
の
推
進
な
ど
に
取
り
組

み
生
産
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

　

畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
畜
産
農
家
の
経

営
基
盤
の
安
定
・
強
化
を
図
る
た
め
、
優

良
種
畜
導
入
の
補
助
や
家
畜
予
防
注
射
な

ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
飼
育
技
術
の
支
援
を
行

い
、生
産
拡
大
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

西
原
さ
わ
ふ
じ
マ
ル
シ
ェ
（
農
水
産
物
流

通
・
加
工
・
観
光
拠
点
施
設
）
に
つ
い
て

は
、
第
一
次
産
業
及
び
商
工
観
光
産
業
の

相
互
発
展
を
図
り
、
農
業
従
事
者
、
加
工

業
者
、
販
売
業
者
等
の
所
得
向
上
、
地
産

地
消
及
び
観
光
振
興
を
推
進
し
、
本
町
の

産
業
振
興
と
地
域
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

（2） 

水
産
業
の
振
興

　

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
与
那
原
・
西
原

町
漁
業
協
同
組
合
と
連
携
を
強
化
し
、
漁

業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

（3） 
緑
化
の
推
進

　

緑
化
に
つ
い
て
は
、
森
林
地
区
を
保
全

し
、緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

（4） 

商
工
業
の
振
興

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
町
商
工

会
と
の
連
携
を
強
化
し
つ
つ
、
６
次
産
業

化
に
向
け
た
農
商
工
連
携
の
推
進
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
企
業
誘
致
、
企
業
立
地
に

対
す
る
課
税
免
除
制
度
の
周
知
に
努
め
る

と
と
も
に
、
地
元
企
業
へ
の
公
共
事
業
の

優
先
発
注
、
町
産
品
優
先
使
用
な
ど
を
引

き
続
き
推
進
し
、
町
内
企
業
の
育
成
を
図

り
ま
す
。

　

雇
用
に
つ
い
て
は
、
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
窓
口
と
し
た
相
談
体
制
を
継
続

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行

に
よ
っ
て
職
を
失
っ
た
方
へ
再
就
職
に
向

け
た
相
談
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。ま
た
、

町
商
工
会
や
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
、
求
人
・
求
職

者
の
登
録
を
行
い
、
新
た
な
雇
用
創
出
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

　

Ｎ
Ｓ
Ｂ
Ｐ
（
西
原
町
学
生
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
で
は
、
引
き

続
き
県
内
外
に
お
い
て
町
産
品
の
販
売
や

広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

本
町
の
高
校
生
と
県
外
の
高
校
生
と
の

交
流
を
推
進
し
、
町
産
品
の
販
売
活
動
を

通
し
て
郷
土
に
誇
り
を
も
つ
本
町
の
将
来

を
担
う
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

（5） 

観
光
振
興

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
昨
年
11
月
に

設
立
さ
れ
た
西
原
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協

会
を
中
心
に
、
西
原
町
観
光
振
興
基
本
計

画
に
基
づ
き
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
本

町
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。
ま
た
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
な
ど

の
キ
ャ
ン
プ
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。
令

和
元
年
度
に
制
作
し
た
観
光
客
向
け
の
避

難
誘
導
マ
ッ
プ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
Ｐ

Ｒ
、
さ
ら
に
、
商
工
会
及
び
関
係
団
体
と

連
携
を
図
り
、観
光
資
源
の
発
掘
と
活
用
、

地
場
産
品
の
開
発
を
支
援
し
ま
す
。

　

中
城
湾
港
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
へ
の
大

型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
建
設
計
画
を
踏
ま
え
、

今
年
度
も
西
原
町
・
与
那
原
町
・
中
城
村
・

北
中
城
村
で
構
成
す
る
「
東
海
岸
地
域
サ

ン
ラ
イ
ズ
推
進
協
議
会
」
と
連
携
し
、
本

町
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
沖
縄
県
で
策
定
を
進
め
て
い
る

東
海
岸
サ
ン
ラ
イ
ズ
ベ
ル
ト
構
想
を
、
次

期
沖
縄
振
興
計
画
に
盛
り
込
む
よ
う
、
本

町
と
し
て
も
関
係
市
町
村
と
連
携
し
進
め

て
い
き
ま
す
。

（6） 

道
路
網
及
び
排
水
施
設
の
整
備

　

町
道
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
東
崎
兼

久
線
、
小
波
津
川
北
線
、
小
波
津
川
南
線
、

兼
久
仲
伊
保
線
、
森
川
翁
長
線
な
ど
の
整

備
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
棚
原
１
号

線
の
災
害
対
策
事
業
の
新
規
事
業
化
検
討

の
た
め
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

橋
梁
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
北

森
川
橋
の
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業
に
引

き
続
き
取
り
組
み
、
安
全
で
快
適
な
住
み

よ
い
生
活
環
境
整
備
の
た
め
、
生
活
道
路

の
修
繕
や
排
水
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

国
・
県
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
道

３
２
９
号
西
原
バ
イ
パ
ス
の
早
期
事
業
化

に
向
け
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、

県
道
浦
添
西
原
線
、
県
道
那
覇
北
中
城

線
、
県
道
幸
地
イ
ン
タ
ー
線
の
道
路
整
備

や
小
波
津
川
河
川
改
修
事
業
な
ど
の
早
期

完
了
に
向
け
て
県
と
連
携
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

（7） 

都
市
基
盤
施
設
の
整
備

　

ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
豊
か
な
都
市
空
間
の
形

成
を
確
立
す
る
た
め
、
土
地
利
用
の
誘
導

を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
市
街
地
整

備
や
道
路
、
公
園
、
下
水
道
整
備
な
ど
、

重
点
的
に
整
備
す
べ
き
施
策
を
効
率
的
・

効
果
的
に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
国
道

３
２
９
号
西
原
バ
イ
パ
ス
の
整
備
に
伴
う

工
業
用
地
の
拡
大
に
向
け
た
調
査
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
道
３
２
９
号
と
県
道
浦
添

西
原
線
と
の
交
差
部
に
位
置
す
る
小
那
覇

地
区
に
つ
い
て
、
今
後
の
マ
リ
ン
タ
ウ
ン

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
エ
リ
ア
と
の
連
携
を
見
据
え
な

が
ら
、
町
民
の
暮
ら
し
に
利
便
性
と
潤
い

を
与
え
、
か
つ
、
町
外
か
ら
の
来
訪
者
に

西
原
町
の
魅
力
を
伝
え
る
中
心
商
業
地
に

適
し
た
用
途
地
域
へ
の
変
更
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

公
園
に
つ
い
て
は
、
西
原
西
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
内
に
お
け
る
都
市
公
園
基

本
計
画
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

利
用
者
の
多
い
東
崎
公
園
、
イ
ル
カ
公
園

（
東
崎
都
市
緑
地
）
を
は
じ
め
と
す
る
各

公
園
施
設
の
遊
具
の
安
全
点
検
及
び
維
持

管
理
に
努
め
ま
す
。

　

西
原
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ

い
て
は
、
関
係
地
権
者
の
協
力
を
得
な
が

ら
物
件
補
償
や
道
路
及
び
宅
地
造
成
工
事

を
行
い
、
事
業
の
着
実
な
進
捗
に
努
め
ま

す
。

　

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
建
設
事
業
に
つ
い

て
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
促
進
を
図

り
ま
す
。

お
わ
り
に

　

令
和
３
年
度
の
各
予
算
に
つ
い
て
は
、

申
し
上
げ
ま
し
た
諸
施
策
事
業
な
ど
を
中

心
に
編
成
し
、

（1） 

一
般
会
計

　

１
１
，
６
５
２
，
０
０
０
千
円

（2） 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

４
，
０
４
９
，
６
１
５
千
円

（3） 

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

　

６
６
９
，
５
１
３
千
円

（4） 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

３
１
４
，
２
７
０
千
円

（5） 

水
道
事
業
会
計

　

１
，
１
０
７
，
７
２
７
千
円

（6） 

下
水
道
事
業
会
計

　

７
５
６
，
９
７
２
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
令
和
３
年
度
の
町
政
運
営
の
基

本
姿
勢
及
び
主
要
施
策
の
概
要
並
び
に
予

算
案
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。ま
た
、

こ
の
他
に
も
条
例
案
等
を
上
程
し
て
お
り

ま
す
。

　

議
員
各
位
及
び
町
民
の
皆
様
の
ご
指
導

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
令
和
３

年
度
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
３
月
２
日

　
　
　

西
原
町
長　
　

崎　

原　

盛　

秀

２



相続・遺言の相談は無料です！

司法書士法人

お問い合わせ　東部消防組合消防本部　☎ 098-945-2200

①レッグエクステンション
　（下肢筋力の強化）

②リカンベントバイク
　（有酸素運動・持久力の強化）

③視機能トレーニング機
（認知・判断・動作のすべてを使え
るように、「見る力」と「脳力」を
鍛える視機能トレーニング機）

　東部消防本部では、新型コロナウイルス感染症に対する感染防止
対策を強化しています。
　感染拡大防止のため、写真のような防護服やゴーグル、マスクな
どを着用して現場活動を行うことがあります。救急隊員が防護服を
着用しているからといって、必ずしも救急搬送される方が新型コロナ
ウイルス感染症に感染しているわけではありません。
　また、必要に応じ換気のために車窓を開け、救急搬送される方や
同乗される方にもマスク等の着用をお願いすることがあります。
　感染防止対策は、救急隊員が感染源になることを防ぎ、住民の皆
さまが安心して救急車を利用できる体制を守るために講じています。
住民の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

対 象 者　町在住もしくは在勤の40歳以上の方
利用時間　9時～17時
利 用 料　1回100円（健康器具を3器具まで利用できます）

　新しい器具は以下の3種類です。筋力強化し、持久力をつけ、目で見て動き脳力を鍛
えた後は、リラクゼーション機器でリラックス…定期的に続けていつまでもちゃーがん
じゅー！視機能トレーニング器具はゲーム感覚でできます。是非一度お試しください。

利用者の声
新しい器具がきて、あれもやってみようこれ
もやってみようと意欲が湧きます。うれしい
です。

　町が実施する各種健診は保
育園や幼稚園で行う内科健
診とは内容が異なり、成長に
合わせた発達状況等の確認
を行います。みんなの受診を
待ってるりん♪

利用者の声
週3回リカンベントバイク後にマッサージ器
でゆっくりすると気持ちいいです。仲間とお
しゃべりするのが楽しみ！

視機能トレーニング機の県内自治体導入は
今現在2台だけです。スポーツ選手トレーニ
ングにも使用されるものです。
やらなきゃ損ですよ！

いいあん
べー家に

新しい運
動器具

が登場
! コロナで活動量が減っている今こそ
　　　　　体力づくりはじめませんか？

東部消防　救急隊員の新型コロナウイルス感染拡大防止のための取り組み

いいあんべー家　機能訓練室　利用案内
定 休 日　日曜・祝日・年末年始・慰霊の日
問 合 せ　いいあんべー家　（西原町与那城135）
　　　　　町中央公民館隣　☎ 098-946-1734

子どもの健診実施中 !!
乳児健診 1歳半健診 ２歳児歯科 3 歳児健診

問い合わせ　健康支援課　保健予防係　☎098-945-4791

対象年齢

健診日

乳児健診

4月 25日（日）

6月  6 日（日）
7月 10日（土）
8月  1 日（日）
9月 12日（日）
10月 24日（日）

 
12 月 12日（日）
1月 15日（土）
2月 13日（日）
3月 13日（日）

5月 13日（木）
6月 17日（木）
7月 15日（木）
8月 12日（木）
9月 16日（木）
10月 14日（木）
11月 11日（木）
12月 16日（木）
1月 13日（木）
2月 17日（木）
3月 17日（木）

6月  3 日（木）
 
 

9 月  9 日（木）
 
 

12 月  2 日（木）
 
 

3 月  3 日（木）

5月  6 日（木）
6月 10日（木）
7月  8 日（木）
8月  5 日（木）
9月  2 日（木）
10月  8 日（金）
11月  4 日（木）
12月  9 日（木）
1月  6 日（木）
2月  3 日（木）
3月 10日（木）

前期：4～ 5ヶ月 
後期：9 ～10ヶ月 

１歳半健診 ２歳児歯科 ３歳児健診
１歳７～８ヶ月 ２歳３～６ヶ月 ３歳３～５ヶ月

特別障害者手当等の
支給額について

令和 3年度　就学援助のお知らせ

お問い合わせ
健康支援課 障がい支援係
☎098-945-5013

健診日の確認方法
①対象者には健診日のおよそ３週間前に健診の案内や問診票等が入った通知が届きます。
②下記の二次元バーコードを読み取ると、お子様の生年月日が入った日程表が確認できます。

③対象の健診日に受診が出来なかった場合には翌月の受診も可能です。
　ただし、下記の受診可能年齢に注意して下さい。
　受診可能年齢：乳児健診→1歳未満　1歳半健診→2歳未満
　　　　　　　　2歳児歯科→3歳未満　3歳児健診→4歳未満

　2020年全国消費者物価指数の物価変動率
（+0.0%）に基づき、令和3年度の特別障害者手当
等の手当額は、令和2年度と同じ額になります。

就学援助とは ………………………………
　小中学校に通学する児童生徒の保護者
に対し、学用品費や学校給食費など学校教
育に必要な費用の一部を援助する制度で、
毎年度申請が必要になります。

申請方法 ……………………………………………………………
【申請期間】　4月12日（月）～5月31日（月）
【申請方法】　必要書類を揃えて、各学校に申請して
　　　　　　ください。
※申請書は、町HPから印刷するか学校または教育委員会でお受
け取りください。
※令和2年度に「入学準備金」に係る申請を行った児童(新小学1
年生)について
→「認定」となった児童については、今回新たに申請する必要
はありません。
→「否認定」となった児童については、今回改めて申請するこ
とで「令和3年度の所得情報」にて再度の審査を受けること
ができます。

※2月、5月、8月、11月に、前月分までの3か月分が振り込
まれます。
※物価の変動に伴い、今後、手当額が変更になる可能性
があります。

お問い合わせ
西原町教育委員会　教育総務課　学務係

☎098-945-5039

詳しくは▼

令和2年度
（月額）

令和3年度
（月額）

障害児福祉手当

特別障害者手当

経過的福祉手当

14,880円

27,350円

14,880円

14,880円

27,350円

14,880円

乳児健診 1歳半・3歳児健診 ２歳児歯科
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イベント
フォトギャラリーまちの話題わった～

　春
の
山
野
も
す
っ
か
り
若
芽
が
萌
え
、さ
わ
や
か
な
鳥
の
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。常
に
み
か
け
る
メ
ジ
ロ
や
ウ
グ
イ
ス
も
、春
に

な
る
と
軽
や
か
に
飛
び
回
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

　ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
は
南
方
か
ら
春
に
渡
っ
て
く
る
鳥
で
、西
原

町
で
は「
ク
カ
ル
」な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。見
た
目
は
き
れ
い

な
赤
色
を
し
て
い
ま
す
が
、渡
り
鳥
だ
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
町

内
に
は「
鳴
く
方
向
に
災
い
が
あ
る
と
さ
れ
、忌
み
嫌
わ
れ
た
」と

の
言
い
伝
え
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、旅
の
途
中
で
春
と
秋
に
飛
来
す

る
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ツ
バ
メ
は
町
内
で

「
マ
ッ
タ
ラ
ー
」と
呼
ば
れ
て
お
り
、ひ
ら

り
と
急
旋
回
す
る
ツ
バ
メ
を
、子
ど
も
た

ち
は
自
作
の
パ
チ
ン
コ
で
狙
い
撃
ち
し

た
と
い
い
ま
す
。な
ん
と
も
ぶ
っ
そ
う
な

遊
び
で
す
が
、戦
前
に
は
、人
な
つ
っ
こ

い
ひ
よ
ど
り（
ス
ー
サ
ー
）を
猟
銃
で
捕

る「
ス
ー
サ
ー
イ
ヤ
ー
」と
呼
ば
れ
た
人

た
ち
が
西
原
ま
で
来
て
い
た
そ
う
で
す
。

な
ん
で
も
那
覇
で
は
高
級
料
理
だ
っ
た

と
か
。い
っ
た
い
ど
ん
な
お
味
が
し
た
の

で
し
ょ
う
ね
。

　西原町では、令和3年度から5年度までの3年間の高齢者福祉施策
や介護保険事業の方向性について示す、「ことぶきプラン2021（西原
町高齢者保健福祉計画）」の策定を行ってきました。介護保険制度改正
に伴う国の基本指針等を踏まえて、地域包括ケアシステムの構築並び
にその他取り組むべき必要な事項等の審議が行われ、このたび、前田
光智（まえだみつとも）委員長から町長へ答申書が手渡されました。崎原盛
秀町長は「地域の課題を反映した本プランに基づき、高齢者が住み慣
れた町で安心して暮らせるよう尽力していきます」と述べました。

　（一社）沖縄県建設業協会浦添・西原支部から、町花木でもあるさわ
ふじ35本の寄贈が行われました。名嘉太助（なかたいすけ）支部長は「地域
のまちづくりのため、社会貢献のために、できることをやろうと昨年か
らスタートした取り組みです」とあいさつし、大城好弘（おおしろよしひろ）
議長は「大きく育ち、花が咲くのが楽しみです」と感謝を述べました。さ
わふじは東崎都市緑地（イルカ公園）内の水路沿いへ植樹され、来年の
初夏ごろにはさわふじの花を見ることができます。

2月15日
（月）

2月 4日
（木）

　西原町我謝にお住まい
だった大城久美子さん(現
那覇市在)より、町役場町
長室へ油彩画の寄贈があ
りました。作品は「季-路地
-」をテーマにした100号
（150cm×180cm）の大
作で、美しい緑のグラデー
ションをベースに、チラシ
や布などいろいろな材質
の材料でコラージュされて
います。大城さんは「飾っ
てもらってとても嬉しいで
す」と笑顔を見せました。
崎原盛秀町長は「迫力が
あってとても美しいです。
ありがとうございます」と
感謝を述べました。

　小波津にある学童みらいクラブへ、地域に住む方から7段飾りのひ
な人形が寄贈され、ひなまつり会が開催されました。児童は、豪華でき
れいなひな人形に喜びつつ、紙芝居を見たり、歌を歌ったり、だんごや
ひなあられを食べてひなまつりを楽しんでいました。宮城トモ子代表
は「いただいたひな人形は、みらい学童の宝としてずっと大切にしてい
きます」と感謝を述べ、寄贈した方は、「娘が巣立った後飾る機会がな
かったので、学童の子どもたちにこんなに喜んでもらえてとても嬉し
いです」と児童を温かく見守っていました。

2月 5日
（金）

　プロビーチバレーボール選手の坂口佳穂（さかぐちかほ）選手（右から2
番目）・村上礼華（むらかみれいか）選手（右から4番目）が、西原きらきら
ビーチでの合宿の合間を縫って町役場を訪れ、今シーズンの抱負を述
べました。村上選手は「練習はしんどいけど、食べ物がおいしくてリフ
レッシュできています。タコライスやゴーヤーチャンプルーが好きで
す」と笑顔を見せ、坂口選手は「きらきらビーチでの合宿は久しぶりで
すが、ノーストレスでいい合宿ができています。いい報告ができるよう
一生懸命頑張ります」とあいさつしました。

2月12日
（金）

3月 5日
（金）

※広報紙に掲載する写真については、撮影時のみマスクを外しております。

文化財
コラム

春
の
鳥
た
ち

お
問
い
合
わ
せ
　文
化
課 

文
化
財
係  

9
4
4
-4
9
9
8

　坂田小の朝の読み聞かせの時間を利用して、西原中学校の生徒が絵
本の読み聞かせを行いました。3年1組では、中学3年生の貞包真生（さだ
かねまお）さんと大嶺若日子（おおみねわかこ）さんがそれぞれ「しげちゃん」
と「みつけてん」の読み聞かせを行い、児童は真剣な表情で聞き入って
いました。読み聞かせ後には質問タイムがあり、金城明美（きんじょうあけ
み）校長は「児童は不思議に思うことをなぜ？と問いかけることで理解
が深まっていきます。とてもいい読み聞かせでした」と笑顔を見せまし
た。両校では、お互いの学校の掲示物を交換して展示するなど、日頃か
ら交流しています。

2月19日
（金）

　今年度は大きな災害もなく年度末を迎えることができ、賞味期限が近
づいた災害用備蓄米「アルファ米」を利用した炊き込みご飯が給食で提
供されました。アルファ米は炊飯した米を急速に乾燥させたもので、長期
保存が可能で洗米の必要がなく、お湯か水を注ぐだけで食べることがで
きます。炊き込みご飯を食べた西原南小6年2組の宮城侑季（みやぎゆい
き）さんは、「味がしっかりしていておいしいです」と笑顔を見せました。
災害に備えて食料品の備蓄をされている家庭も多いと思いますが、食品
ロスをなくすためにも、賞味期限や消費期限を今一度確認しましょう。

2月25日
（木）

2月19日
（金）

　琉球大学集中講義「地域プロジェクト実践」発表が、西原さわふじマ
ルシェ内西原劇場で行われました。学生は、グループでさわふじマル
シェに関してそれぞれテーマを設定し、現場で調査、結果を分析し、工
夫を凝らしたアイディアを提案しました。マルシェの宣伝方法について、
さわりんが島野菜などを料理する動画などでもっとアピールするアイ
ディアを出した鹿野洸介（しかのこうすけ）さん（工学部4年）は「卒業後、自
分も地元の市役所で働く予定なので、地域の人と関わって改善点を考え
ていくこの経験がとてもためになりました」と笑顔を見せました。崎原
盛秀町長は「今回大きな学びがたくさんありました。若い皆さんからの
提案を今後の町づくりの参考にしていきます」と感謝を述べました。

2月25日
（木）

　今年1月に開催された肉用牛（黒毛和種）丑年初セリにて、宮城正信
（みやぎまさのぶ）さんと園田三郎（そのださぶろう）さんが愛情込めて育てた子
牛が見事華牛（はなうし）に選ばれました！初セリに上場した牛の中から3
頭が華牛として選抜されますが、その内2頭が西原町で生産された子
牛でした。宮城さんは、「丑年の初セリで華牛を出すことができて本当
にうれしい。コロナ情勢が厳しいが、みなさんの所においしいお肉が届
けられるようこれからも肉用牛の生産に精進していきたい」、園田さん
は、「華牛をとることができたのは家族や周りの皆さんのサポートが
あってのことでとても感謝している。今年で84歳になるが90歳まで現
役で農業を続けられるよう健康に気を付けて家族みんなで頑張ってい
きたい」と喜んでいました。

1月

メジロ

アカショウビン住宅地でもよくみかける
おなじみの鳥・ひよどり

スマートでかっこいい
リュウキュウツバメ

　LG BTなどのセク
シャルマイノリティ（性
的少数者）への偏見・差
別などの問題について
認識を深め、男女共同
参画社会の実現を目指
した「性の多様性を尊
重するまちづくり～
LGBTQについて学ぶ
～」（町女性団体連絡協
議会主催・西原町共催）

が町民交流センターで開催されました。講師を務めた琉球大学法科大
学院教授の矢野恵美（やのえみ）さんは、「セクシャルマイノリティはいい、
悪いとか、正しい、間違いというものではない。それらを尊重すること
でマジョリティ（多数側）の生活は何も変わらない。尊重される人の数
が増えるだけ」と分かりやすく説明していました。新型コロナの影響を
受け、参加者を限定した形での開催になりましたが、参加者からは「周
囲にセクシャルマイノリティの人がいても気づいていないだけかも。
もっと勉強したい」との感想が聞かれました。

おいしい！

おかわり
も

　　　し
たよ♪

宮城さん 園田博章さん
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平日は仕事で
金融機関に行けない

最寄りの金融機関が
遠くて行くのが大変！

町税等の納付に、
便利で確実な口座振替をオススメします！

納期限を
うっかり忘れてしまう

口座振替の申込先
・沖縄県農業協同組合　・沖縄海邦銀行　・ゆうちょ銀行　・琉球銀行
・沖縄県労働金庫　・沖縄銀行　・コザ信用金庫
必要なもの　
・通帳　・通帳印鑑（銀行届出印）　・納税通知書　・口座振替申込書
※口座振替日の前日までに残高を確認してください。
※期限が過ぎている町税は口座振替できませんのでご注意ください。

※国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料は、納期限と口座振替日が異なります。(  )内の日付は口座振替日です。
※介護保険料においては、残高不足等で引き落としができなかった場合、末日に再振替となります。

種　目
第1期分

4月分 5月分 6月分 7月分 8月分 9月分 10月分 11月分 12月分 1月分 2月分 3 月分

第 2期分 第 3期分 第 4期分 第 5期分 第 6期分 第 7期分 第 8期分 第 9期分

納　　期　　限　　（　口　座　振　替　日　）

◎ 令和３年度　町税等納期限（口座振替日）一覧表 ◎

納　　期　　限

町県民税

軽自動車税

6月30日(水)

4月30日(金)

5月31日(月)

8月2日(月)

（7月26日（月））

8月2日(月)

（7月15日（木））

8月31日(火)

8月2日(月)

8月31日(火)

（8月25日（水））

8月31日(火)

（8月16日（月））

11月1日(月)

12月27日(月)

9月30日(木)

（9月27日（月））

9月30日(木)

（9月15日（水））

1月31日(月)

2月28日(月)

11月1日(月)

（10月25日（月））

11月1日(月)

（10月15日（金））

11月30日(火)

（11月25日（木））

11月30日(火)

（11月15日（月））

1月4日 (火 )

（12月27日（月））

1月4日 (火 )

（12月15日（水））

1月31日(月)

（1月25日（火））

1月31日(月)

（1月17日（月））

2月28日(月)

（2月25日（金））

2月28日(月)

（2月15日（火））

3月31日(木)

（3月15日（火））

固定資産税

後期高齢者
医療保険料
国民健康
保険税

介　護

学校給食費
保育所保育料

種　目

6月10日(木)

4月20日(火)

7月12日(月)

5月10日(月)

8月10日(火)

6月10日(木)

9月10日(金)

7月12日(月)

10月12日(火)

9月10日(金)

11月10日(水)

10月11日(月)

12月10日(金)

11月10日(水)

1月11日(火)

12月10日(金)

2月10日(木)

1月11日(火)

3月10日(木)

2月10日(木)

4月11日(月)

3月10日(木)8月10日(火)

申込書は町内金融機関、
西原町役場窓口で
配布しています

国民年金保険料の免除・猶予をお忘れなく！
受付・問合せ　町民課 住民年金係 ☎098-945-5012・浦添年金事務所 国民年金課 ☎098-877-0343

出産前後の国民年金保険料免除 国民年金の保険料の納付が困難な
学生のみなさんへ免除期間

出産予定日または出産日が属する月の前月から
4か月間（双子などの場合は3か月前から6か月
間）の国民年金保険料が免除されます。
※出産とは、妊娠85日（4か月）以上の出産をい
います（死産・流産・早産も含みます）
対象者
国民年金の第1号被保険者で出産日が平成31年
2月1日以降の方
※任意加入の方は対象になりません
添付書類
出産前に届出を提出する場合　→母子手帳など
出産後に届出を提出する場合
→出生届を役場へ提出済みの場合は不要
出産予定日の6か月前から届出ができます。

　学生納付特例制度は、学生の間の保険料を猶予し社会人に
なってから納める制度です。
　申請には、ご本人の前年所得が次の計算式で計算した金額以
下であることが条件です。
所得の目安　128万円＋｛扶養親族等の数×38万円｝
対象者　学校教育法に規定する大学(大学院)、短期大学、専門
学校など各種学校に通っている20歳以上の学生(修業年数が1
年以上の課程に在籍している方に限る)
必要なもの　学生証または在学証明書
※代理人が申請する場合は、代理人の身分証明書・印鑑(認印可)
が必要になります(同一世帯でない場合は委任状が必要)
　学生納付特例期間は、年金の受給資格期間に含まれます。た
だし、年金額の計算には反映されません。10年以内であれば猶予
を受けた期間の保険料をさかのぼって納めることができます。

有効期限が2022年２月 まで延長
されました

2019年、2020年に
送付したクーポン券は

お問い合わせ　健康支援課　保健予防係　☎098-945-4791
※クーポン券が届いていなくても、早めに抗体検査・予防接種を希望する方、クーポン券を紛失された方は下記までお問い合わせください。

クーポン券見本

　2021年度のクーポン券送付対象者は、昭和37年4月2日
～昭和41年4月1日生まれの男性です。
　上記の方には5月上旬までにクーポン券を送付予定です。

　2019年度は昭和47年4月2日から昭
和54年4月1日までに生まれた男性に、
2020年度は昭和41年４月2日から昭和
47年４月1日までに生まれた男性にクー
ポン券を送付しています。お手持ちの
クーポン券は2022年2月まで使えます。

　妊娠中に風しんに感染すると、生まれて
くる赤ちゃんが障がいを持って生まれてく
ることがあります。これから生まれてくる
赤ちゃんを社会全体で守るため、ぜひ、こ
の機会に抗体検査を受けましょう。

有効期限が2020年3月または
2021年３月と表示されていても、
2022年2月 まで使えます。

成人男性の風しん抗体検査・予防接種
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健康だより

新生活と健康づくり

お問い合わせ  健康支援課  保健予防係  ☎ 098-945-4791

こんな時は、少し立ち止まってみましょう。こんな時は、少し立ち止まってみましょう。

【お問い合わせ】　健康支援課　保健予防係　☎ 098-945-4791

乳児一般健診（午前）

乳児一般健診（午後）

4月25日（日）

4月25日（日）

R2.6.7

R2.11.6

～

～

R2.7.25

R2.12.22

  9：00 ～ 10：30

13：00 ～ 14：30
西原町役場
保健センター

子
ど
も

事業名 月　日 対象者（生年月日） 受付時間 場　所

お問い合わせ　福祉保険課　☎098‒911‒9163

国民健康保険・後期高齢者医療
新型コロナウイルス感染症に伴う傷病手当金の支給について

下記のすべての条件を満たす方
・国民健康保険の被保険者又は後期高齢
者医療制度被保険者
・新型コロナウイルス感染症に感染、又は
発熱等の症状があり感染が疑われ、療
養のため労務に服することができな
かった方
・勤務先から給与等の支払いを受けてい
る方

支給対象者 労務に服することができなくなった日から
起算して4日目以降就労ができない日数
直近3か月間の給与収入等の合計額÷直近
3か月間の就労日数×2/3×支給日数
令和2年1月1日から令和3年6月30日の間
で労務に服することができない期間
※ただし、入院が継続する場合等は最長1
年6か月まで

支給対象日数

支給額計算

適 用 期 間

　過ごしやすい春を迎え、進学や就職、人事異動、引っ越しなど、新しいスタートの季節となりました。新しい環境
に身を置くと、意識している以上に緊張し心身のエネルギーを使います。気づかぬうちに、睡眠不足やストレスで
体調を崩してしまう場合もありますので、注意が必要です。

◆ 不安や心配事が頭を離れない　　　　　◆ 気持ちが張りつめている
◆ 寝つきが悪い、よく眠れない　　　　　◆ すぐ疲れる、だるさが続く
◆ 何事にも興味がわかず、楽しくない　　◆ やる気が起きない、集中できない
◆ 食欲がない、または過食してしまう

変化に負けない
身体づくりと心のバランスを

整えるために！

変化に負けない
身体づくりと心のバランスを

整えるために！

生活リズムを整える生活リズムを整える
ポイントとなる時間は3つ、「寝る時間」「起きる時間」
「食事の時間」です。毎日なるべく同じ時間になるよう
に心がけましょう。

休養をとる休養をとる
休日は何もしない、のん
びりした時間も必要で
す。音楽を聴いたり、適
度な運動（ストレッチや
散歩）をするなど、自分な
りのリラックス法で休日
を過ごしましょう。

栄養バランスのよい食事栄養バランスのよい食事
ビタミンやミネラルが豊富
な野菜や果物、タンパク質
が不足しない
ようにし、栄養
バランスの良
い食事を心が
けましょう。

集団健診は確実に予約を！  特定健診・がん検診（胃・肺・大腸）

場　所 西原町保健センター（西原町役場）

※集団健診の年間計画については、ホームページまたは健診ガイドをご確認ください。

紙面の都合上、広報4月号では6月20日までの健診をご案内しています

自己負担額 特定健診：（20代・30代）1,300円、（40歳以上）無料
胃がん：1,000円　　　肺がん：400円　　　大腸がん：600円

予約申込み先 沖縄県健康づくり財団　☎ 098-889-6492
＊予約受付時間8:30～16:00

受付時間 8:00～10:00

Web予約

6月9日
（水）

日　程 対象行政区 予約期間
電話予約 Web予約

全行政区の方が対象です

5/10（月）～5/12（水） 4/19（月）～5/5（水）

5/14（金）～5/17（月） 4/26（月）～5/10（月）

6月14日
（月）

6月20日
（日）

幸地、幸地高層住宅、小橋川、内間、
内間団地、掛保久、嘉手苅、小那覇、平園

翁長、幸地ハイツ、西原ハイツ、池田、
小波津、小波津団地、安室、桃原

　令和2年11月30日までに国保特定健診を受診された方
の中から、1万円分の商品券を進呈させていただく皆様を、
崎原町長、小橋川副町長による抽選で決定いたしました！
　当選された200名には商品券を送付しております。
　今後も、特定健診を受診して、 ちゃーがんじゅーを目指し
ましょう！

期間が延長されまし
た

★乳幼児健診及びベビースクールにおいては対象のお子さまに健診日の2～3週間前までには通知をお送りします。
★対象者数によっては人数の調整のため対象となる生年月日が変更となる場合があります。健診の通知が届いているか確
認をお願いします。

保健カレンダー
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令和3年2月28日現在 人口：（男）17,874人　（女）17,586人　（男女計）35,460人　世帯数：15,023世帯

お
し
ら
せ
で
〜
び
る

西
原
町
役
場
　☎
9
4
5

‒

5
0
1
1

…
お
問
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み
先

農業者年金について
　国民年金の第1号被保険者で60歳未満、年間60日以上農業
に従事している方は、だれでも加入できます。詳細は農業者年
金基金のホームページをご覧ください。

　縦覧できる方は、西原町内に所有する土地や家屋にかかる
固定資産税の納税者又は代理人です。納税者の場合は、運転免
許証等本人であると確認できるものを、代理人の場合は、納税
者からの委任状と運転免許証等代理人であると確認できるも
のをご持参ください。
縦覧期間　4月１日～4月30日（土日、祝日を除く）
　　　　　8時半～17時15分（12時～13時を除く）
縦覧場所　税務課

　令和4年3月までの土日祝日の利用について、さわふじ未来
ホールを含め新型コロナウイルスワクチン接種会場となるた
め、一般利用の申込み受付を中止する場合がございます。土日
祝日でのご利用を予定されていたお客様におかれましては、
ご不便をおかけしますが、ご理解をお願いします。平日でご利
用を予定されているお客様については、ホームページに掲載
されている予約状況より、ご確認をお願いいたします。

　農地について、所有権や賃借権などの権利を持っている方は、
農業上の適正かつ効率的な利用を確保する義務があります。

　２の場合、農地法に基づく手続きが必要となります。また、
借り手が見つからない場合、仲介する機関として農地中間管
理機構（公的機関）もあります。
　自分で耕作ができない、今後どうしていいかわからない場
合など、そのままにせずに下記までご相談ください。

農　業　委　員　会  ☎（945）5281 
JAおきなわ西原支店  ☎（945）5225

令和3年度土地家屋価格等縦覧帳簿縦覧のお知らせ

農地を所有（使用）している方へ

西原町町民交流センター使用に関するお知らせ

西原町町民交流センター  ☎（970）6155

健康支援課　障がい支援係
☎（945）5013　FAX（944）6551

西原町農業委員会  ☎（945）5281

　5月5日（水）は全てのごみの収集はお休みになります。また、4
月29日（水）、5月3日（月）、5月4日（火）の資源ごみの収集はお休
みになります。詳細は西原町ホームページをご確認ください。

大型連休中のごみ収集について

生活環境安全課 環境保全係  ☎（945）5018

福祉保険課 社会福祉係  ☎（911）9163

適正かつ効率的な利用の例
　１．自分で耕作する
　２．他者に貸して耕作してもらう

　春の全国交通安全運動が4月6日から4月15日まで行われ
ます。

「交通事故死ゼロを目指す日」  令和3年4月10日(土)

春の全国交通安全運動
「自転車に　乗るならきみも　運転手」

生活環境安全課 生活安全係  ☎（945）5018

全国重点目標
　1.子供と高齢者を始めとする歩行者の安全の確保
　2.自転車の安全利用の推進
　3.歩行者等の保護を始めとする安全運転意識の向上
沖縄県重点目標
　飲酒運転の根絶及び危険運転の防止

　犬を飼っている飼い主は、必ず登録を行い、飼い犬(生後91日以上)には
年に1度狂犬病予防注射を受けさせてください。

下記の動物病院で予防接種を受ける際、注射済票の交付及び登録等の手続きも同時に行うことができます！

狂犬病予防注射は、飼い主の義務です！

動物病院でも予防注射を受けることができます！

　子どもや子育てに関するこ
となど、児童福祉に関する支
援を専門に担当する主任児童
委員として新たに1名が委嘱
されました。小・中学校や児童
福祉関係機関などと連携しな
がら活動します。

※西原町の民生委員・児童委員は定数を満たしており
ません。随時募集していますので、関心のある方は下記
までお気軽にお問い合わせください。

新しく「主任児童委員」が加わりました！

主任児童委員（第一民児協）
下地 宏邦さん
しもじ ひろくに

税務課 資産税係  ☎（945）4729

手話通訳者・要約筆記者を派遣できます

・健康支援課窓口で手話通訳を配置しています。
・病院受診や行政手続き等に手話通訳・要約筆記を派遣しています。

　聴覚障がい者の社会参加を促進するため、社会生活
におけるコミュニケーションが必要な方々へ支援を行い
ます。詳しくは、健康支援課までお越しください。 派遣の

流れ

FAX、メールまた
は健康支援課窓
口で申込み(基本
1週間前までに)

派遣申請者へ
派遣決定のお
知らせ

コーディネー
ターが登録者
を調整、決定

現場にて派
遣申請者と
通訳者が待
ち合わせ

❶ ❷

❸ ❹

派遣
決定

申
込
み

西原町 新型コロナゆいまーる募金

受付中！
お問い合わせ　生活環境安全課　環境保全係　☎098-945-5018

※診察料や受付時間等は各動物病院へお問い合わせください。

予防注射 3,400 円（注射済票交付のみの方は550円）
新規登録 3,000 円（鑑札票再交付の方は1,600 円）
※おつりのないようにご協力をお願いします。

第１回
第２回

４月１８日（日）
５月２３日（日）

実施日 場　所 受付時間
西原町民体育館
西原町役場玄関前

  ９:００～１２:００
１３:００～１６:００

集合予防注射の日程 ※午前・午後とも、
　受付開始直後は混雑が予想されます。

注意事項

料　金

●当日は、予防注射の案内ハガキを持参してください。飼
い犬の登録をしていない方には案内ハガキが届きませ
ん。ご来場のうえ登録の手続きをしてください。
●登録時に交付した鑑札と、前回の注射済票を持参してく
ださい。紛失した場合は、会場で再交付の手続きをしてく
ださい。
●リード・首輪を、抜けないように必ず着けてください。
ハーネスはダメです。
●犬をしっかりと制御できる人が連れてきてください。他の犬
に対して攻撃的な犬は、必ず口輪を着けてきてください。

●糞尿を済ませてきてください。糞をした場合は飼い主の
責任で処理し持ち帰ってください。
●１か月以内に他のワクチン接種を受けた、体調に不安が
ある、妊娠している場合は主治医の獣医師に相談してく
ださい。
●予防接種後数日は安静にし、交配、シャンプーは避けてく
ださい。
●3月2日以降に動物病院で予防注射を受けた場合は、注
射済票交付のみとなります。病院で交付された証明書を
持参してください。

杜ノ庭どうぶつ病院
ぎのわん動物病院
アイリスいぬとねこの病院
あかね動物病院
くどう動物病院
ほんだ動物病院
がじゅまる動物クリニック
ひろみ動物クリニック
さくらペットクリニック

西原町字翁長 169-5
中城村南上原 417-1
那覇市首里石嶺町 4-199-7サンシャイン石嶺 1F
那覇市首里平良町 1-18-10メゾン若葉 1F
南風原町字兼城 587-2
与那原町字与那原 3062
与那原町東浜 100-1ラベルダ 101
与那原町字与那原 3587
南風原町与那覇 507-1　1F

098-987-6632
098-942-3030
098-886-5059
098-887-4488
098-888-3514
098-944-2427
098-943-2272
098-946-9311
098-888-1525

病院名 住　　　所 電話番号
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生涯学習のマスコット
「 マナビィ 」

児童館情報は
ここで
チェック！300

No.

令和3年4月1日

図書館からのおしらせ

● 小学生になったら図鑑
● ヨースケくん
● あつかったらぬげばいい

● ねこはるすばん
● ぼくがふえをふいたら
● マスターさんとどうぶつえん

● アレルギーっ子の入園・入学安心マニュアル
● 隠れ教育費
● 昭和のくらし博物館

【お問い合わせ】　西原町立図書館　☎098-944-4996

【問い合わせ・申込先】沖縄県立石川青少年の家 ☎098-964-3263  担当：新里

※都合により休館日等が変更になることがあります。

固定資産税
(1期)

学校給食費
(3月分)

保育所保育料
(4月分)

種　目 納期限 口座振替日

4月30日（金）

4月12日（月）

4月20日（火）

沖縄ではあまり、馴染みがないですが春の楽しみの一
つといえば「お花見」。お花見といえば「三色団子」。この
三色団子のそれぞれの色は何を表しているでしょう？ 
  
下に書いてある10種の春野菜の読みはなんでしょう。

①若布　②水雲、海雲　③蕗　④鹿尾菜　⑤草蘇鉄、屈
⑥筍　⑦分葱　⑧絹莢　⑨蚕豆　⑩楤の芽   
  
Ｑ1答え 桃色：桜（春）  白色：雪（冬）  緑色：木々、草（夏）
※季節的に秋がないのは秋ない→（食べ）飽きないからと
いわれているそうです。
Ｑ2答え　①わかめ ②もずく ③ふき ④ひじき ⑤こごみ
⑥たけのこ ⑦わけぎ ⑧きぬさや ⑨そらまめ ⑩たらのめ

 １日：エイプリルフール
（嘘をつくのは午前まで。午後になったらネタばらしを♪）
 ３日：シーサーの日
 ４日：沖縄県誕生の日（1879年／明治12年）
14日：ブラックデー（韓国が発祥）
（バレンタインデーやホワイトデーに何も貰えなかった男
女が黒い服を着てジャージャー麺やブラックコーヒーを
飲む日）
15日：イリオモテヤマネコの日
17日：恐竜の日
23日：子ども読書の日  
28日：シニアの日
30日：図書館記念日

令和３年４月17日（土）～18日（日）　１泊２日
沖縄県立石川青少年の家　キャンプ場
小学生以上の家族
20名程度
大　人 2,000円／一人　　子ども 1,500円／一人
弁当(初日昼食)、水筒、洗面用具等、筆記用具、 
懐中電灯(ナイトウォークで各自１個使用)、
寝袋(持っている方)、着替え(動きやすいもの)、
タオル、体温計 
登山に関するもの(両手が空くかばん、軍手、帽子、
長袖長ズボン、カッパ）

日　 時
場 　所
対　 象
定　 員
費　 用
持ち物

下記連絡先へ直接お電話にてお申込みください。
期　間：４月６日（火）～13日（火）   9：00～17：00
※月曜日は休所日 
※定員に達し次第締め切ります。
キャンセルする場合は４月１４日（水）までに連絡
をお願いします。それ以降のキャンセルになると
キャンセル料が発生します。 

【コロナ対策】
①必ずマスク着用でお願いします。
②参加当日の朝に検温し、３７．５℃以上の方は参加を
控えてください。

申　 込

4月の休館日　５日（月）、12日（月）、15日（木）、19日（月）、26日（月）、29日（木）
※休館日である第3木曜日（館内整理日）について、新型コロナウイルス感染症対策のための臨時休館が続いたことから、令和
２年９月から令和３年３月までの期間に限り、12時から17時まで開館としていますが、令和３年４月以降は通常どおり１日休
館となります。
※5月3日から5月6日までは、国民の祝日や定期休館日に伴い休館となります。

4月のおすすめ図書

●資料企画展（こども読書週間）　　期　間：４月１６日（金）～５月１９日（水）

春にまつわるいろいろクイズ！！ 今日は何の日？ ～4月Ver～

春だ！家族ではじめてのキャンプだ！！

～悩みは抱え込まず、お気軽にご相談ください～

日常生活のあらゆる相談に乗ります。
※電話相談にも応じています。また、17
時以降は留守番電話で受け付けます。

※予約優先　時間／10時～16時（12時～13時を除く）
　　　　　　　　　　
福祉相談･･･生活のための手段や生活費に関する相談、
ひとり親家庭の悩み相談

障害福祉なんでも相談･･･障害のある方や、発達が気に
なる方、その家族などが抱える悩み・困りごとに関する
相談

法律相談･･･人権・財産・離婚問題など法的トラブルに関
する相談（相談時間：13時～16時）

司法書士相談・・・不動産相続や贈与、借金問題、遺言や
公正証書等の相談（相談時間：13時～16時）　　　  

消費生活・家庭相談･･･訪問販売、契約のトラブル、親
子・夫婦間の悩み、近隣トラブルなどのお悩み相談
　

問 合 せ　西原町社会福祉協議会
事前予約　☎945-3651　 FAX946-6777
電話相談　☎835-8822（※17時以降、留守番電話）

総 合 相 談

不登校の児童・生徒や保護者への支援
や助言を行います。

相談日時　月～金曜　9時～16時（12時～13時を除く）
問 合 せ　教育相談室（西原町中央公民館内）　☎944-3603

教 育 相 談

国などの行政機関に対する苦情や要望
に関する相談に応じます。

相談日時　個別に調整となります
　　　　　　　　　あらかきとものり
相 談 員　新垣朝憲
問 合 せ　行政苦情110番　☎ 0570-090-110
 総務部総務課　☎945-5011

行 政 相 談

就職に関するお悩みをひとりひとりに
あったかたちでサポートし、お悩みを
解決します。

相談日時　随時
問 合 せ　西原町雇用サポートセンター（産業観光課内） ☎945-4540

雇 用 相 談

高齢者やそのご家族などからの介護や
保健、福祉に関する相談に応じます。 

相談日時　随時　※事前にお電話でご予約をお願いします。
問 合 せ　西原町地域包括支援センター　☎882-0117

高齢者の方の
相 談 全 般

いじめ、DVなど人権に関わることの
相談に応じます。

相談日時　個別に調整となります
　　　　　　　　　  
相 談 員　與那嶺 等、 呉屋正則、 呉屋勝司、奥濱幸子 
　　　　　　　　　
 　平良 明、 安田純子
問 合 せ　総務部総務課　☎945-5011

人 権 相 談

町内相談機関

月

火

水

木

金

よ  な みねひとし ご   や  まさのり ご   や  かつ じ おくはま さちこ

たいら あきら やすだ じゅんこ

新型コロナウイルス感染症対策にも安心便利で確実な口座振替をオススメします！

役場内支払窓口の営業時間の変更について

沖縄県労働金庫での納付書の取り扱い終了について

お問い合わせ　西原町役場　会計課　☎ 098-945-5193

変 更 前 　8：45～16：15
変更後　8：45～12：00  13：00～16：15

納め忘れにご注意！

ホームページ フェイスブック ツイッター 子育てガイド

西
原
町

　令和3年4月1日から役場内支払窓口（JA）の営業時間が変更
となります。

　本町の税金等の収納金融機関である沖縄県労働金庫（本店・
各支店窓口）での納付書の取り扱いが令和3年3月31日をもっ
て終了となります。なお、口座振替は継続しますので、口座振替
への移行または他の収納金融機関をご利用ください。  

Q1

Q2

５月も
お楽しみに

～♪
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■点字での案内を希望される方は、お問い合わせください。

お問い合わせ
健康支援課
新型コロナワクチン接種対応プロジェクトチーム
☎ 098-911-9174　　FAX 098-946-6086

高齢者 ワクチン接種
の新型コロナウイルス

が始まります！

ワクチン接種までの流れ

ごっ!⑤
予約日に
接種券と本人確認書類(運転免許証、健康保険証等)を持って接種会場へ行く
※ワクチンの供給量には限りがあります。予約をキャンセルする場合
は、必ず予約を入れた医療機関や西原町役場にご連絡ください

よん
っ!

④

さんっ!③
接種会場を探す
西原町では、町内の医療機関で行う個別接種と西原町保健センターで行う集団接種を予定しています。
接種会場となる医療機関については、西原町ホームページ、QABデータ放送でお知らせします。
※基礎疾患のある方は、治療中の医療機関でのワクチン接種が可能か主治医にご相談ください。

にっ
!
②

接種可能な時期(対象年齢)を確認する
ワクチンの供給状況により接種を受けられる時期が決まりますので、西原町ホームページ、QABデー
タ放送でお知らせします。

いちっ!①
西原町から発送される接種券を確認する

ワクチン接種の予約をする
オンラインで予約をとる

電話で予約をとる

→　現在予約システムの準備中です。準備が整い次第、西原町ホームペー
ジにリンクを掲載しますので、しばらくお待ちください。

→　コールセンター　☎ 098-911-9174へお電話ください

ワクチン接種には、西原町から送付される接種券が必要となります。
※接種券は、発送後のコールセンターや町内医療機関への問い合
わせや予約集中を避けるため、対象者ごとに時期をずらして通
知を発送する予定です。
※当初は高齢者の接種券の発送を3月中に予定しておりましたが、国からのワクチン供給状況をふ
まえ、80歳以上の高齢者（令和4年4月1日時点）から年代順に4月から発送していきます。

　5月から新型コロナワクチン接種開始を予定しています。4月下旬頃からファイザー社製コロナワクチンの供給が
開始される予定ですが、西原町へのワクチン供給量については、対象者に比べてごくわずかとなる見込みです。そのた
め、当面の西原町のワクチン接種は、高齢者施設の入居者と高齢者（100歳以上、90代、80代と段階的に）から実施
していくこととしますのでご了承ください。
　今回案内している情報は、3月末現在の状況であり、ワクチンの供
給状況により変更となる場合がありますのでご了承ください。 封筒見本

接種券見本
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